
厚生委員会記録 

１ 日 時        平成３０年３月２３日（金曜日） 

開   会      午前１１時４２分 

          閉  会      午前１１時５１分 

２ 場 所        第 ２ 委 員 会 室 

３ 出席委員   １０人 

        委 員 長    堀 江 かず代 

副委員長    舎 川 智 也

委 員    久 保 大 憲

 〃      松 井 邦 人

 〃     木 下 章 広

 〃     江 西 照 康

 〃      島   隆 之

 〃      村 石   篤

 〃      鋪 田 博 紀

 〃      有 澤   守

４ 欠席委員   ０人



【こども家庭部】

こども家庭部長 中村　正美

こども家庭部次長 浅野　朋之

参事（まちなか総合ケアセンター所長） 高野　　聡

こども支援課主幹（調整担当） 長崎　秀樹

６　職務のために出席した者

【議会事務局】

議事調査課調査係長 牧野　仁美

議事調査課主査 酒井　　優

議事調査課主任 桂川　卓也

５　説明のため出席した者
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７  会議の概要 

委員長    ただいまから、厚生委員会を開きます。 

      審査に先立ち、委員会記録の署名委員に、島

委員、村石委員を指名いたします。 

      これより、こども家庭部所管分に入ります。 

議案第９２号  富山市まちなか総合ケアセン

ター条例の一部を改正する条例制定の件 

      を議題といたします。 

これより、当局の説明を求めます。 

こども家庭部長 〔挨拶〕 

まちなか総合ケア 〔議案説明資料により説明〕 

センター所長  

委員長    これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。  

鋪田委員   これは大変ありがたい改正になると思います。

親の住所地に里帰りした母子が居住するとい

うことをどのように証明するのかについては、

いろいろな方法があると思いますが、ごく短

い期間ですので、あまり手間がかからないよ

うに簡便な方法で弾力的な運用をするべきで

はないかと思います。御所見をお伺いします。 
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まちなか総合ケア 里帰りした母子が親の住所地に住んでいるの 

センター所長 かどうかについての確認は、事前に登録をし  

た上で利用していただくことになります。そ

の際には、利用される母子と親御さんの住所

地を記載してもらったり、里帰りしているこ

とについて親御さんに署名していただくこと

で、利便性を図りたいと考えております。 

村石委員   非常にいい内容なのですが、里帰り出産の場

合にも利用できないのかという問合せは、過

去にあったのでしょうか。 

まちなか総合ケア まちなか総合ケアセンターの開設当初に電話 

センター所長 等での問合せは幾つかございました。また、  

当センターには開設以来、富山市内の福祉関

係団体  社会福祉協議会や民生委員・児童委

員の方など、大変多くの方が視察にお見えに

なっておられますので、その際に職員に直接

要望されたということがございます。加えて、

日ごろから連携している産婦人科の医師から

 医療機関は富山市民であろうとなかろうと

関係なく受け入れますので、里帰り出産の場

合も受け入れてほしいという要望があったこ

とから、この機会に利用の拡大を図ろうとい

うふうになったところでございます。 
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村石委員   いろいろな方や団体からそういう話があった

ということは、非常によかったと思います。

推測ですけれども、里帰りした家にはもとも

との家族  小さい子どもからお年寄りまでが

いっぱいいる場合がありますし、なれないお

産でいろいろなストレスや不安も出てくるか

もしれません。実家に帰ってきたときにも利

用できるように内容を見直されたことは、本

当によかったと思います。ただ、枠を広げる

ことによって順番待ちなど、利用する方に何

か影響が出てくるということはないのでしょ

うか。 

まちなか総合ケア 産後ケア事業の進め方につきましては、国の 

センター所長 ほうで運営要綱やガイドラインを定めており  

ますが、その中には優先順位という考え方は

ございませんので、我々としましては利用は

先着順としております。部屋は５室あります

ので、定員は５組ということになります。定

員に達した場合、その日は残念ながら使えな

いという形にはなりますが、ただ、これまで

の経験ではその日でないとどうしても都合が

悪くてだめだという方はあまりいらっしゃい

ません。予約制ということをうまく活用する

ことで利用調整を図りながら、一人でも多く

の方を受け入れたいと考えております。 
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委員長    ほかに質問はございませんか。  

〔発言する者なし〕 

委員長    ほかにないようですので、これをもって、議

案の質疑を終結いたします。  

      これより、議案第９２号の討論に入ります。 

討論はありませんか。  

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    討論なしと認めます。 

      これより、議案第９２号を採決いたします。 

      本案件は、原案のとおり決することに御異議

ありませんか。  

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    御異議なしと認めます。 

      よって、本案件は、原案可決されました。  

      以上で、こども家庭部所管分を終了いたしま

す。  

      ここで、本会議再開後に行う委員長報告につ

いて御相談いたします。 

      委員長報告については、正・副委員長に御一

任願いたいと思いますがいかがでしょうか。 
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      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    それではそのように取り計らいます。  

これをもって厚生委員会を閉会いたします。  
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平成３０年３月２３日 

厚生委員会記録署名 

委  員  長  堀  江  かず代 

署名委員  島   隆  之  

署名委員  村 石    篤  


